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条例 
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○ 学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例（県立学校人事課） 
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を改正する条例（保健体育課） 
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○ 埼玉県企業職員就業規程の一部を改正する規程（公営企業・総務課） 

○ 埼玉県下水道局職員就業規程の一部を改正する規程（下水道管理課） 

告示 
○ 土壌汚染対策法の規定に基づく形質変更時要届出区域の指定（水環境課） 

○ 令和７年度毒物劇物取扱者試験の実施（保健医療政策課） 

○ 狭山都市計画地区計画の変更に係る図書の写しの縦覧（都市計画課） 

○ 県道薄小森線の供用の開始（秩父県土整備事務所） 

○ 埼玉県教育委員会定例会の招集（教委・総務課） 

 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
一
号
）
（
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
及
び
埼
玉
県
人
事
委
員
会
が
行
っ

た
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
を
踏
ま
え
、
職
員
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

㈠ 
 

部
分
休
業
の
取
得
方
法
の
拡
充 

㈡ 
 

仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
制
度
に
関
す
る
周
知
な
ど
、
任
命
権
者
が
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
措
置
を
規
定 

三 

施
行
期
日 

令
和
七
年
十
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
二
号
）
（
税
務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
た
ば
こ
税
の
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方
式
を
見
直
す
と

と
も
に
、
規
定
の
整
備
を
行
う
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

県
た
ば
こ
税 

 
 

 

加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方
式
を
、
重
量
と
価
格
を
基
に
課
税
標
準
を
算
出
す
る
方
式
か
ら
、 

重
量
の
み
を
基
に
算
出
す
る
方
式
に
見
直
す
。 

 

㈡ 

そ
の
他 

 
 

 

規
定
の
整
備
を
行
う
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

二
㈠ 

令
和
八
年
四
月
一
日 

 
 

 

二
㈡ 

公
布
の
日
、
令
和
八
年
一
月
一
日
、
老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生
の
円

滑
化
等
を
図
る
た
め
の
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令

和
七
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
の
日
、
公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
三

十
号
）
の
施
行
の
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
の
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
（
社
会
福
祉
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
の
開

始
前
に
必
要
な
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
罰
則
を
課
す
等
す
る

た
め
の
改
正 

二 

内
容 

㈠ 

被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
の
開
始
前
に
必
要
な
届
出
を
せ
ず
、
又

は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
に
対
す
る
罰
則
を
課
す
。 

㈡ 

市
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
の
長
に
対
し
、
届
出
が
さ
れ
て
い
な
い
疑
い
が

あ
る
又
は
虚
偽
の
届
出
の
疑
い
が
あ
る
被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
を

行
う
施
設
を
発
見
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
知
事
に
通
知
す
る
よ
う
努
め
る

義
務
を
課
す
。 

㈢ 

虚
偽
の
届
出
を
し
た
事
業
者
が
、
被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
に
関

し
不
当
に
営
利
を
図
っ
た
と
き
な
ど
に
、
事
業
の
停
止
等
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
明
確
と
す
る
た
め
の
改
正
を
行
う
。 

㈣ 

「
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
」
等
の
具
体
の
媒
体
名
を
定
め
る
規
定
に
つ
い
て
、
「
電
磁

的
記
録
媒
体
」
に
改
め
る
ほ
か
、
法
制
上
必
要
な
改
正
を
行
う
。 

三 

施
行
期
日 

 

 

令
和
七
年
九
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉

県
条
例
第
三
十
四
号
）
（
公
営
企
業
・
総
務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

県
の
一
般
職
員
に
準
じ
、
企
業
職
員
の
給
与
の
基
準
を
改
定
す
る
も
の 

二 

内
容 

 
 

部
分
休
業
の
取
得
方
法
の
拡
充
に
伴
う
規
定
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
五
号
）
（
下
水
道
管
理
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

県
の
一
般
職
員
に
準
じ
、
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
基
準
を
改
定
す
る
も
の 

二 

内
容 

 
 

部
分
休
業
の
取
得
方
法
の
拡
充
に
伴
う
規
定
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
七
年
十
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第

三
十
六
号
）
（
県
立
学
校
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

令
和
六
年
十
月
十
七
日
付
け
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
が
行
っ
た
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
を

踏
ま
え
、
学
校
職
員
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
制
度
に
関
す
る
周
知
な
ど
、
教
育
委
員
会
が
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
措
置
を
規
定 

三 

施
行
期
日 

令
和
七
年
十
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
七
号
）
（
保
健
体
育
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る 

 

政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
に
対
す
る 

 

休
業
補
償
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
補
償
基
礎
額
及
び
介
護
補
償
の
額
の
改
定
を
す
る
た 

 

め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

補
償
基
礎
額
の
改
定 

 

㈡ 

補
償
基
礎
額
の
扶
養
加
算
額
の
改
定 

 

㈢ 

介
護
補
償
の
額
の
改
定 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
（
生

涯
学
習
推
進
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

埼
玉
県
立
加
須
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
及
び
埼
玉
県
立
神
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
を
廃
止
す
る
た
め
の
改 

 

正 

二 

内
容 

㈠ 

埼
玉
県
立
加
須
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
及
び
埼
玉
県
立
神
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
廃
止 

㈡ 

廃
止
に
伴
う
規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
八
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 
警
察
官
に
対
す
る
給
貸
与
品
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
九

号
）
（
装
備
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

警
察
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
に
準
じ
て
、
警
察
官
に
支
給
す
る
ス
カ
ー
ト
を

廃
止
す
る
と
と
も
に
、
支
給
す
る
被
服
の
品
目
を
見
直
す
等
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

ス
カ
ー
ト
の
廃
止 

 

㈡ 

支
給
す
る
被
服
の
品
目
の
見
直
し 

 
 

 

（
例
） 

    

㈢ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
七
年
七
月
四
日 

冬
ワ
イ
シ
ャ
ツ 

合
ワ
イ
シ
ャ
ツ 

現
行 

制
服
用
ワ
イ
シ
ャ
ツ 

改
正
後 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
選
挙
長
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第

四
十
号
）
（
市
町
村
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

選
挙
長
等
の
報
酬
の
額
を
改
定
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

選
挙
長
、
選
挙
分
会
長
及
び
審
査
分
会
長
の
報
酬 

 
 

現
行 

 

一
〇
、
八
〇
〇
円 

 
 

改
正
後 

一
二
、
二
〇
〇
円 

 

㈡ 

選
挙
立
会
人
及
び
審
査
分
会
立
会
人
の
報
酬 

 
 

現
行 

 
 

八
、
九
○
○
円 

 
 

改
正
後 

一
○
、
一
○
○
円 

三 

施
行
期
日
等 

 
 

公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
七
年
七
月
二
十
八
日
に
任
期
が
満
了
す
る
こ
と
と
な
る
参
議

院
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
か
ら
適
用 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
一
号
）
（
市
町
村
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
及
び
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営
に
係
る
公
費
負
担
額

を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
規
定
の
整
備
を
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営 

 
 

（
例
）
五
万
枚
以
下
（
一
枚
当
た
り
） 

現
行 

 

七
円
七
十
三
銭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

改
正
後 

八
円
三
十
八
銭 

 

㈡ 

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営 

 
 

（
例
）
印
刷
費
（
一
枚
当
た
り
） 

 
 

 
 

 
 

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
数
が
五
百
以
下 

現
行 

 

五
百
四
十
一
円
三
十
一
銭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

改
正
後 
五
百
八
十
六
円
八
十
八
銭 

 

㈢ 

規
定
の
整
備 

 
 

 

個
人
演
説
会
告
知
用
ポ
ス
タ
ー
（
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
の
場
合
に
限
る
。
）
に
関
す
る
規

定
の
削
除 

三 

施
行
期
日
等 

㈠ 

二
㈠
及
び
㈡
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
二
㈢
は
、
令
和
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行 

㈡ 

二
㈠
及
び
㈡
は
、
施
行
の
日
以
後
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
適
用 

 



条

例 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
七
月
四
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
一
号 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
中
「
第
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
十
九
条
第
六
項
」
に
、
「
第
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
条
第
二
号
中
「
次
の
い
ず
れ
に
も
」
を
「
第
二
条
第
四
号
ロ
に
」
に
改
め
、
同
号
イ

及
び
ロ
を
削
る
。 

第
三
十
一
条
の
見
出
し
中
「
部
分
休
業
」
を
「
第
一
号
部
分
休
業
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項

中
「
部
分
休
業
の
承
認
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
の
始
め
又
は
終
わ
り
に
お
い
て
」
を
「
育
児
休

業
法
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
分

休
業
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
一
号
部
分
休
業
」
と
い
う
。
）
の
承
認
は
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
部
分
休
業
」
を
「
第
一
号
部
分
休
業
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次

の
四
条
を
加
え
る
。 

（
第
二
号
部
分
休
業
の
承
認
） 

第
三
十
一
条
の
二 

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
二
号
部
分
休
業
」
と
い
う
。
）

の
承
認
は
、
一
時
間
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
の
第
二
号
部
分
休
業
を
承
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

一 

一
回
の
勤
務
に
係
る
日
ご
と
の
勤
務
時
間
に
分
を
単
位
と
し
た
時
間
が
あ
る
場
合
で
あ

っ
て
、
当
該
勤
務
時
間
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き 

当
該
勤
務
時
間

の
時
間
数 

二 

第
二
号
部
分
休
業
の
残
時
間
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該

残
時
間
数
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き 

当
該
残
時
間
数 

（
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
一
年
の
期
間
） 

第
三
十
一
条
の
三 

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
一
年
の
期
間
は
、
毎
年



四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。 

（
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
時
間
を
基
準
と
し
て
条

例
で
定
め
る
時
間
） 

第
三
十
一
条
の
四 

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
時
間
を

基
準
と
し
て
条
例
で
定
め
る
時
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
時
間
と
す
る
。 

一 

非
常
勤
職
員
以
外
の
職
員 

七
十
七
時
間
三
十
分 

二 

非
常
勤
職
員 
当
該
非
常
勤
職
員
の
勤
務
日
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
数
に
十
を
乗
じ

て
得
た
時
間 

 

（
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
） 

第
三
十
一
条
の
五 

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
配
偶

者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
そ
の
他
の
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ

り
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
（
第
三
十
三
条
に
お
い
て
「
第
三
項
変
更
」
と
い
う
。
）

を
し
な
け
れ
ば
同
項
の
職
員
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
の
養
育
に
著
し
い

支
障
が
生
じ
る
と
任
命
権
者
が
認
め
る
事
情
と
す
る
。 

第
三
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
部
分
休
業
の
承
認
の
取
消
事
由
） 

第
三
十
三
条 

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
育
児
休
業
法
第
五
条
第
二

項
の
条
例
で
定
め
る
事
由
は
、
職
員
が
第
三
項
変
更
を
し
た
と
き
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
五
条
の
三
第
一
項
中
「
（
次
条
」
の
下
に
「
並
び
に
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
及

び
第
二
項
第
二
号
」
を
加
え
る
。 

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
妊
娠
又
は
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
職
員
等
に
対
す
る
意
向
確
認
等
） 

第
十
六
条
の
二 

任
命
権
者
は
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条

例
第
六
号
）
第
三
十
四
条
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
を

し
た
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
項
申
出
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
次
に

掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
一
項
申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い

て
「
出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置 

二 

出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
第
一
項
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た



め
の
措
置 

三 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
子
の
心

身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
第
一
項
申
出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
当
該
子
の

出
生
の
日
以
後
に
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活

と
の
両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
第
一
項
申
出
職
員
の
意
向

を
確
認
す
る
た
め
の
措
置 

２ 

任
命
権
者
は
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
職
員
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
第
二
項
申
出
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期

間
内
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
二
項
申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い

て
「
育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置 

二 

育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
第
二
項
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た

め
の
措
置 

三 

第
二
項
申
出
職
員
の
三
歳
に
満
た
な
い
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
第
二
項

申
出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職

業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
第
二
項

申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置 

３ 

任
命
権
者
は
、
第
一
項
第
三
号
又
は
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
意
向
を
確
認
し
た
事
項

の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
意
向
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

附
則
第
九
条
中
「
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
職
員
が
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三

年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

部
分
休
業
の
承
認
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
第
三
十
一
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
号
中
「
七
十

七
時
間
三
十
分
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
八
時
間
四
十
五
分
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
十
」
と
あ

る
の
は
「
五
」
と
す
る
。 

３ 

任
命
権
者
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
措



置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
講
じ
ら
れ
た
措
置
は
、
施
行
日
以

後
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 



条

例 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
七
月
四
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
二
十
一
条
第
五
項
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
組
合
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合
」
を
「
マ
ン

シ
ョ
ン
再
生
組
合
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
売
却
組
合
、
マ
ン
シ
ョ
ン
除
却
組
合
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
三
条
中
「
扶
養
控
除
額
」
の
下
に
「
、
特
定
親
族
特
別
控
除
額
」
を
加
え
る
。 

 

 

第
二
十
五
条
の
二
第
三
号
ロ
中
「
知
事
又
は
教
育
委
員
会
が
主
務
官
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務

を
行
う
」
を
「
公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
六
条
の
認
可
（
知
事

の
認
可
に
限
る
。
）
を
受
け
た
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
中
「
者
に
限
る
。
）
」
の
下
に
「
若
し
く
は
特
定
親
族
（
退
職
手
当

等
に
係
る
所
得
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
合
計
所
得
金
額
が
八
十
五
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限

る
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
十
四
条
の
五
中
「
当
該
ゴ
ル
フ
場
の
公
衆
の
見
や
す
い
箇
所
に
」
を
削
り
、
「
金
額
を
」

の
下
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
」
を
加
え
る
。 

 

附
則
第
十
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
加
熱
式
た
ば
こ
に
係
る
県
た
ば
こ
税
の
課
税
標
準
の
特
例
） 

第
十
六
条 

令
和
八
年
四
月
一
日
以
後
に
第
三
十
三
条
第
一
項
の
売
渡
し
又
は
同
条
第
二
項
の
売

渡
し
若
し
く
は
消
費
等
が
行
わ
れ
た
加
熱
式
た
ば
こ
（
法
第
七
十
四
条
第
二
項
第
一
号
ホ
に
掲

げ
る
加
熱
式
た
ば
こ
を
い
い
、
法
第
七
十
四
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
り
製
造
た
ば
こ
と
み
な

さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の

製
造
た
ば
こ
の
本
数
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
換
算
し
た
紙
巻
た
ば
こ
（
法
第
七
十
四

条
第
二
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
紙
巻
た
ば
こ
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
本

数
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

葉
た
ば
こ
（
た
ば
こ
事
業
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
葉
た
ば
こ
を
い
う
。
）
を
原
料

の
全
部
又
は
一
部
と
し
た
も
の
を
紙
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
材
料
の
も
の
で
巻
い
た
加
熱
式

た
ば
こ
（
当
該
葉
た
ば
こ
を
原
料
の
全
部
又
は
一
部
と
し
た
も
の
を
施
行
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
直
接
加
熱
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
喫
煙
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
） 

当

該
加
熱
式
た
ば
こ
の
重
量
（
フ
ィ
ル
タ
ー
そ
の
他
の
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
係
る
部
分



の
重
量
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
〇
・
三
五
グ
ラ
ム
を
も
つ
て
紙
巻
た

ば
こ
の
一
本
に
換
算
す
る
方
法
。
た
だ
し
、
当
該
加
熱
式
た
ば
こ
の
一
本
当
た
り
の
重
量
が

〇
・
三
五
グ
ラ
ム
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
加
熱
式
た
ば
こ
の
一
本
を
も
つ
て

紙
巻
た
ば
こ
の
一
本
に
換
算
す
る
方
法 

二 

前
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
加
熱
式
た
ば
こ 

当
該
加
熱
式
た
ば
こ
の
重
量
の
〇
・
二
グ

ラ
ム
を
も
つ
て
紙
巻
た
ば
こ
の
一
本
に
換
算
す
る
方
法
。
た
だ
し
、
当
該
加
熱
式
た
ば
こ
の

品
目
ご
と
の
一
個
当
た
り
の
重
量
が
四
グ
ラ
ム
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
加
熱

式
た
ば
こ
の
品
目
ご
と
の
一
個
を
も
つ
て
紙
巻
た
ば
こ
の
二
十
本
に
換
算
す
る
方
法 

２ 

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
加
熱
式
た
ば
こ
（
法
第
七
十
四
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
り
製
造
た

ば
こ
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
加
熱
式
た
ば
こ
と
併

せ
て
喫
煙
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
そ
の
他
の
施
行
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二

号
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

第
十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で 

削
除 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。 

 

一 

第
三
十
四
条
の
五
の
改
正
規
定 

公
布
の
日 

 

二 

第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
及
び
附
則
第
三
項

の
規
定 

令
和
八
年
一
月
一
日 

 

三 

附
則
第
十
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規

定 

令
和
八
年
四
月
一
日 

 

四 

第
二
十
一
条
第
五
項
の
改
正
規
定 

老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生
の
円
滑
化

等
を
図
る
た
め
の
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

七
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
の
日 

 

五 

第
二
十
五
条
の
二
第
三
号
ロ
の
改
正
規
定 

公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律

第
三
十
号
）
の
施
行
の
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日 

 

（
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二

十
三
条
の
規
定
は
、
令
和
八
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和

七
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

改
正
後
の
条
例
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
の
規
定
は
、
附
則
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定

の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
二
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
支
払
を
受
け
る

べ
き
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
百
三
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
公



的
年
金
等
（
同
法
第
二
百
三
条
の
七
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
公
的
年
金
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
提
出
す
る
改
正
後
の
条
例
第
二
十
六
条
の
六

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
二
号
施
行
日
前
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
公

的
年
金
等
に
つ
い
て
提
出
し
た
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
第
二
十
六
条
の
六

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
県
た
ば
こ
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

４ 

次
項
に
定
め
る
も
の
を
除
き
、
附
則
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
課
し

た
、
又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た
加
熱
式
た
ば
こ
（
改
正
後
の
条
例
附
則
第
十
六
条
第
一
項
に
規

定
す
る
加
熱
式
た
ば
こ
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
県
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

５ 

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
埼
玉
県
税
条
例
第
三
十
三
条
第

一
項
の
売
渡
し
又
は
同
条
第
二
項
の
売
渡
し
若
し
く
は
消
費
等
が
行
わ
れ
た
加
熱
式
た
ば
こ
に

係
る
同
条
例
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の
製
造
た
ば
こ
の
本
数
は
、
同
条
第
三
項
及
び
改
正
後

の
条
例
附
則
第
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
製
造
た
ば
こ
の
本
数
の
合
計
数

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

埼
玉
県
税
条
例
第
三
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
換
算
し
た
紙
巻
た
ば
こ
（
改
正

後
の
条
例
附
則
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
紙
巻
た
ば
こ
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
本
数
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
計
算
し
た
製
造
た
ば
こ
の
本
数 

二 

改
正
後
の
条
例
附
則
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
換
算
し
た
紙
巻
た
ば
こ
の
本
数
に
〇
・
五

を
乗
じ
て
計
算
し
た
製
造
た
ば
こ
の
本
数 



条

例 

埼
玉
県
被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
の
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
七
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号 

埼
玉
県
被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
の
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
条 

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

埼
玉
県
被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
の
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
条
例
（
令

和
元
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

目
次
中
「
・
第
四
十
九
条
」
を
「―

第
四
十
九
条
」
に
改
め
る
。 

第
三
条
第
二
号
中
「
第
十
一
条
第
三
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
六
条
第
七
項
第
二
号
中
「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準

ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
」
を
「
電
磁
的
記
録

媒
体
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ

る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
六
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

７ 

市
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
の
長
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
て
い

な
い
疑
い
が
あ
る
又
は
虚
偽
の
届
出
の
疑
い
が
あ
る
被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
を
行
う
施
設
を
発
見
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
知
事
に
通
知
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。 

８ 

市
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
の
長
が
無
料
低
額
宿
泊
所
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
を
行
う
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
、
「
法
第
六
十
八
条
の
二
第
二
項
」
と
す
る
。 

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
し
な
い
」
を
「
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
知
事
は
、
」
の
下
に
「
第
三
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し

た
」
を
加
え
、
「
第
三
十
六
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
六
条
第
一
項
か

ら
第
六
項
ま
で
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
八
条
」
に
、
「
、
第
四
十
八
条
及
び
第
四
十
九
条
」
を

「
及
び
第
四
十
八
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
四
十
八
条
の
二 

第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し

た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 



 

第
四
十
九
条
中
「
前
条
」
を
「
前
二
条
」
に
、
「
同
条
」
を
「
各
本
条
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

 
こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
七
月
四
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第

六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
八
条
第
二
項
中
「
一
部
（
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
に
限
る
。
）
」
を
「
全
部

又
は
一
部
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
七
月
四
日 

埼
玉
県
知
事 

大

野

元

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一

年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
十
条
第
二
項
中
「
一
部
（
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
に
限
る
。
）
」
を
「
全
部

又
は
一
部
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

令
和
七
年
七
月
四
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
六
号 

 
 

 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
（
次
条
」
の
下
に
「
並
び
に
第
十
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
及
び

第
二
項
第
二
号
」
を
加
え
る
。 

第
十
八
条
の
二
を
第
十
八
条
の
三
と
し
、
第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
妊
娠
又
は
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
学
校
職
員
等
に
対
す
る
意
向
確
認
等
） 

第
十
八
条
の
二 

教
育
委
員
会
は
、
学
校
職
員
が
当
該
学
校
職
員
又
は
そ
の
配
偶
者
が
妊
娠
し
、

又
は
出
産
し
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
事
実
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
学
校
職
員
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
項
申
出
学
校
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
一
項
申
出
学
校
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お

い
て
「
出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置 

二 

出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
第
一
項
申
出
学
校
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る

た
め
の
措
置 

三 

こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
第
一
項
申
出

学
校
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
当
該
子
の
出
生
の
日
以
後
に
発
生
し
、
又
は
発
生
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資

す
る
事
項
に
係
る
第
一
項
申
出
学
校
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置 

２ 

教
育
委
員
会
は
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
学
校
職
員
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
第
二
項
申
出
学
校
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
県
教
育
委
員
会
規
則
で

定
め
る
期
間
内
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
二
項
申
出
学
校
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お

い
て
「
育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置 

二 

育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
第
二
項
申
出
学
校
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る

た
め
の
措
置 

三 

第
二
項
申
出
学
校
職
員
の
三
歳
に
満
た
な
い
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
第
二

項
申
出
学
校
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ



る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
第
二

項
申
出
学
校
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置 

３ 
教
育
委
員
会
は
、
第
一
項
第
三
号
又
は
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
意
向
を
確
認
し
た
事
項

の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
意
向
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

附 
則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

教
育
委
員
会
（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る

学
校
職
員
に
つ
い
て
は
埼
玉
県
教
育
委
員
会
を
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
に
つ
い
て

は
市
町
村
の
教
育
委
員
会
を
い
う
。
）
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
お
い
て
も
、
改
正
後
の
第
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の

規
定
の
例
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
講
じ
ら
れ
た
措
置
は
、
施
行
日
以
後
は
、
同
条
の
規
定
に

よ
り
講
じ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 



条

例 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
七
月
四
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る 

 
 

 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
三
項
中
「
及
び
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
を
削
り
、
「
二
百
十
七
円
」

を
「
四
百
三
十
四
円
」
に
、
「
第
二
号
」
を
「
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
に
、
「
三

百
三
十
四
円
」
を
「
二
百
十
七
円
」
に
改
め
、
同
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、

第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
四
項
中
「
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
特
定
期
間
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
特
定
期
間
に
」
を
「
当
該
期
間
に
」
に
改
め
る
。 

第
七
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
八
万
千
二
百
九
十
円
」
を
「
八
万
五
千
四
百
九
十
円
」
に
改

め
、
同
項
第
四
号
中
「
四
万
六
百
円
」
を
「
四
万
二
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。 

別
表
学
校
医
及
び
学
校
歯
科
医
の
補
償
基
礎
額
の
項
中
「
六
、
六
一
八
円
」
を
「
七
、
二
八
五

円
」
に
、
「
八
、
二
八
三
円
」
を
「
八
、
八
五
〇
円
」
に
、
「
九
、
七
九
五
円
」
を
「
一
〇
、
七

六
八
円
」
に
、
「
一
〇
、
九
二
三
円
」
を
「
一
一
、
九
六
三
円
」
に
、
「
一
一
、
七
一
八
円
」
を

「
一
二
、
六
二
五
円
」
に
、
「
一
二
、
四
三
八
円
」
を
「
一
三
、
〇
九
八
円
」
に
改
め
、
同
表
学

校
薬
剤
師
の
補
償
基
礎
額
の
項
中
「
五
、
五
六
八
円
」
を
「
六
、
一
一
〇
円
」
に
、
「
六
、
四
七

〇
円
」
を
「
七
、
〇
四
五
円
」
に
、
「
七
、
〇
三
八
円
」
を
「
七
、
五
〇
五
円
」
に
、
「
八
、
〇

九
三
円
」
を
「
八
、
六
二
三
円
」
に
、
「
八
、
九
五
〇
円
」
を
「
九
、
二
七
〇
円
」
に
、
「
九
、

三
九
八
円
」
を
「
九
、
六
二
〇
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
第
二
条
第
三
項
（
次
項
及
び
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
公
務

災
害
補
償
並
び
に
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年
金
及

び
遺
族
補
償
年
金
で
同
日
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て

適
用
し
、
そ
の
他
の
公
務
災
害
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



３ 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）

の
前
日
ま
で
の
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
公
務
災
害
補
償
並
び
に
令
和
七
年
四
月
一

日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年
金
及
び
遺
族
補
償
年
金
で

当
該
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の
補
償
基
礎
額
に
係
る
改
正
後
の
第
二
条
第
三
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
該
当
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
該
当
す
る
者
又
は
配
偶
者

（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
四
百
三
十
四
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
百
八
十
四
円
」
と
、

「
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
二
百
十
七
円
を
、
そ
れ

ぞ
れ
」
と
す
る
。 

４ 

施
行
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
公
務
災

害
補
償
並
び
に
施
行
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年
金
及

び
遺
族
補
償
年
金
で
当
該
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の
補
償
基
礎
額
に
係
る
改
正
後
の

第
二
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
該
当
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
該
当

す
る
者
又
は
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
四
百
三
十
四
円
」
と
あ
る
の
は
「
三

百
八
十
四
円
」
と
、
「
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
百

円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
す
る
。 

５ 

改
正
後
の
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由

が
生
じ
た
介
護
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
介
護
補
償
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

６ 

改
正
後
の
別
表
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
公
務

災
害
補
償
並
び
に
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年
金
及

び
遺
族
補
償
年
金
で
同
日
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て

適
用
し
、
そ
の
他
の
公
務
災
害
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
支
給
す
べ
き
事
由

が
生
じ
た
公
務
災
害
補
償
並
び
に
令
和
六
年
四
月
一
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病

補
償
年
金
、
障
害
補
償
年
金
及
び
遺
族
補
償
年
金
で
当
該
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の

補
償
基
礎
額
に
係
る
改
正
後
の
別
表
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
学
校
医
及
び
学
校
歯

科
医
の
補
償
基
礎
額
の
項
中
「
一
〇
、
七
六
八
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
〇
、
二
六
三
円
」
と
、

「
一
一
、
九
六
三
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
一
、
二
四
八
円
」
と
、
「
一
二
、
六
二
五
円
」
と
あ

る
の
は
「
一
一
、
九
一
八
円
」
と
、
「
一
三
、
〇
九
八
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
二
、
五
九
〇
円
」

と
し
、
同
表
学
校
薬
剤
師
の
補
償
基
礎
額
の
項
中
「
七
、
〇
四
五
円
」
と
あ
る
の
は
「
六
、
九

六
五
円
」
と
、
「
七
、
五
〇
五
円
」
と
あ
る
の
は
「
七
、
三
八
五
円
」
と
、
「
八
、
六
二
三
円
」

と
あ
る
の
は
「
八
、
三
二
〇
円
」
と
、
「
九
、
二
七
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
九
、
〇
六
三
円
」



と
、
「
九
、
六
二
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
九
、
五
〇
八
円
」
と
す
る
。 

 



条

例 

 

埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
七
月
四
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
条
例
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
の
表
埼
玉
県
立
加
須
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
項
及
び
埼
玉
県
立
神
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
項
を

削
る
。 

 

別
表
第
一
埼
玉
県
立
加
須
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
項
及
び
埼
玉
県
立
神
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
項
を
削

る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
合
活
動
服
、
冬
活
動
ネ
ク
タ
イ 

条

例 

警
察
官
に
対
す
る
給
貸
与
品
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
七
月
四
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号 

 
 

 

警
察
官
に
対
す
る
給
貸
与
品
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

警
察
官
に
対
す
る
給
貸
与
品
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

第
二
条
第
一
項
の
表
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

又
は
合
活
動
ネ
ク
タ
イ
」
を
「
又
は
合
活
動
服
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
夏
服
ス
カ
ー

ト
」
を
削
り
、
「
、
冬
ワ
イ
シ
ャ
ツ
及
び
合
ワ
イ
シ
ャ
ツ
」
を
「
及
び
制
服
用
ワ
イ
シ
ャ
ツ
」
に
、

「
三
着
、
冬
ネ
ク
タ
イ
及
び
合
ネ
ク
タ
イ
」
を
「
四
着
、
ネ
ク
タ
イ
」
に
改
め
る
。 

 

 

第
三
条
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

  

第
六
条
の
見
出
し
中
「
き、
損
」
を
「
毀
損
」
に
改
め
、
同
条
本
文
中
「
き、
損
」
を
「
毀
損
」
に
、

「
代
る
」
を
「
代
わ
る
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、
「
き、
損
」

を
「
毀
損
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

合

活

動

ネ

ク

タ

イ 

冬

活

動

ネ

ク

タ

イ 

合

ネ

ク

タ

イ 

冬

ネ

ク

タ

イ 

合

ワ

イ

シ

ャ

ツ 

冬

ワ

イ

シ

ャ

ツ 

一
本 

一
本 

一
本 

一
本 

一
着 

一
着 

「 

を 

本 本 本 本 着 着 

四
月 

四
月 

四
月 

四
月 

四
月 

四
月 

 」 

ネ

ク

タ

イ 

制

服

用

ワ

イ

シ

ャ

ツ 

一
本 

一
着 

「 

一
本 

一
着 

四
月 

四
月 

 」 

「
け
ん
銃 

帯
革 

け
ん
銃
つ
り
ひ
も
」 

「
拳
銃 

帯
革 

拳
銃
つ
り
ひ
も
」 



 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

選
挙
長
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

令
和
七
年
七
月
四
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
号 

選
挙
長
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

選
挙
長
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
中
「
一
〇
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
八
、
九
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
、

一
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
別
表
の
規
定
は
、
令
和
七
年
七
月
二
十
八
日
に
任
期
が
満
了
す
る
こ
と
と
な
る
参

議
院
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
か
ら
適
用
す
る
。 



条

例 

 

埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
七
月
四
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
一
号 

埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の

公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営

に
関
す
る
条
例
（
平
成
五
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
中
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
三
の
個
人
演
説
会
告
知
用
ポ
ス
タ
ー
（
埼
玉
県

知
事
の
選
挙
の
場
合
に
限
る
。
）
及
び
同
項
第
五
号
」
を
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
第
五
号
」
に

改
め
る
。 

第
九
条
第
一
号
中
「
七
円
七
十
三
銭
」
を
「
八
円
三
十
八
銭
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
五

円
十
八
銭
」
を
「
五
円
六
十
二
銭
」
に
、
「
三
十
八
万
六
千
五
百
円
」
を
「
四
十
一
万
九
千
円
」

に
改
め
る
。 

第
十
三
条
第
一
号
中
「
五
百
四
十
一
円
三
十
一
銭
」
を
「
五
百
八
十
六
円
八
十
八
銭
」
に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
二
十
八
円
三
十
五
銭
」
を
「
三
十
円
七
十
三
銭
」
に
、
「
五
十
八
万
六
千
九
百

五
円
」
を
「
六
十
万
九
千
六
百
九
十
円
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
改
正
規
定
は
、
令
和
八
年

一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
第
九
条
及
び
第
十
三
条
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
そ
の
期
日
を
告

示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
適
用
す
る
。 



規

則 

 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

令
和
七
年
七
月
四
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

日 

吉 
 

 

亨 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
八
号 

 
 

 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
十
二
条
第
五
項
中
「
第
二
項
第
六
号
」
を
「
第
二
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



 警察官に対する被服の支給及び装備品の貸与に関する規則の一部を改正する規則をここに公

布する。 

令和７年７月４日 

埼玉県公安委員会委員長 原 敏 成 

埼玉県公安委員会規則第10号 

警察官に対する被服の支給及び装備品の貸与に関する規則の一部を改正する規則 

警察官に対する被服の支給及び装備品の貸与に関する規則（昭和29年埼玉県公安委員会規則

第11号）の一部を次のように改正する。 

第３条を次のとおり改める。 

第３条 勤務の性質により制服の着用を要しない警察官については、警察本部長が定める。 

附 則 

この規則は、令和７年７月４日から施行する。 

 



管

理

規

程 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
十
号 

埼
玉
県
企
業
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
七
年
七
月
四
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

板 

東 

博 

之 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
企
業
職
員
就
業
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
三
条
の
三
第
一
項
中
「
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
」
を
削
り
、
「
一
部
（
二
時
間
を
超

え
な
い
範
囲
内
の
時
間
に
限
る
。
）
」
を
「
全
部
又
は
一
部
」
に
改
め
、
同
条
中
第
五
項
を
第
八

項
と
し
、
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え

る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
職
員
は
、
一
年
の
期
間
ご
と
に
、

あ
ら
か
じ
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
の
う
ち
い
ず
れ
の
範
囲
内
で
当
該
期
間
に
お
け
る

部
分
休
業
を
請
求
す
る
か
を
管
理
者
に
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。 

一 

一
日
に
つ
き
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内 

二 

非
常
勤
職
員
以
外
の
職
員
に
あ
っ
て
は
、
一
年
に
つ
き
七
十
七
時
間
三
十
分
を
超
え
な
い

範
囲
内
。
非
常
勤
職
員
に
あ
っ
て
は
、
一
年
に
つ
き
当
該
非
常
勤
職
員
の
勤
務
日
一
日
当
た

り
の
勤
務
時
間
数
に
十
を
乗
じ
て
得
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
当
該
申
出

の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
は
、
当
該
申
出
を
し
た
範
囲
内
（
前
項
の
規
定
に

よ
る
変
更
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
に
お
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
部
分
休
業
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
十
三
条
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
妊
娠
又
は
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
職
員
等
に
対
す
る
意
向
確
認
等
） 

第
十
三
条
の
八 

管
理
者
は
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
三
十
四
条
の
措
置
を
講
ず

る
に
当
た
っ
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一

項
申
出
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
一
項
申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い
て

「
出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置 

二 

出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
第
一
項
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め

の
措
置 

三 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
子
の
心
身



の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
第
一
項
申
出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
当
該
子
の
出
生

の
日
以
後
に
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両

立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
第
一
項
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す

る
た
め
の
措
置 

２ 

管
理
者
は
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
第
二
項
申
出
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
第
二
項
申
出
職
員
の
子
が
一
歳
十
一
か

月
に
達
す
る
日
の
翌
々
日
か
ら
二
歳
十
一
か
月
に
達
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
一
年
間
の
内
に
、

次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
二
項
申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い
て

「
育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置 

二 

育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
第
二
項
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め

の
措
置 

三 

第
二
項
申
出
職
員
の
三
歳
に
満
た
な
い
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
第
二
項
申

出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生

活
と
家
庭
生
活
の
両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
第
二
項
申
出
職

員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置 

３ 

管
理
者
は
、
第
一
項
第
三
号
又
は
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
意
向
を
確
認
し
た
事
項
の
取

扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
意
向
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
程
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
規
程
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
職
員
が
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
第
十
三
条
の
三
第
二
項
第

二
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
の
承
認
の
請
求
を
す
る
場
合
に

お
け
る
同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
七
十
七
時
間
三
十
分
」

と
あ
る
の
は
「
三
十
八
時
間
四
十
五
分
」
と
、
「
十
」
と
あ
る
の
は
「
五
」
と
す
る
。 

３ 

管
理
者
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
第
十
三
条
の
八
第
二
項

の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
講
じ
ら
れ
た
措
置
は
、
施
行
日
以
後
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
も
の

と
み
な
す
。 



管

理

規

程 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
六
号 

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
七
年
七
月
四
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

北 

田 

健 

夫 

 
 

 

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
就
業
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
三
条
第
一
項
中
「
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
」
を
削
り
、
「
一
部
（
二
時
間
を
超
え
な

い
範
囲
内
の
時
間
に
限
る
。
）
」
を
「
全
部
又
は
一
部
」
に
改
め
、
同
条
中
第
五
項
を
第
八
項
と

し
、
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
職
員
は
、
一
年
の
期
間
ご
と
に
、

あ
ら
か
じ
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
の
う
ち
い
ず
れ
の
範
囲
内
で
当
該
期
間
に
お
け
る

部
分
休
業
を
請
求
す
る
か
を
管
理
者
に
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。 

一 

一
日
に
つ
き
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内 

二 

非
常
勤
職
員
以
外
の
職
員
に
あ
っ
て
は
、
一
年
に
つ
き
七
十
七
時
間
三
十
分
を
超
え
な
い

範
囲
内
。
非
常
勤
職
員
に
あ
っ
て
は
、
一
年
に
つ
き
当
該
非
常
勤
職
員
の
勤
務
日
一
日
当
た

り
の
勤
務
時
間
数
に
十
を
乗
じ
て
得
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
当
該
申
出

の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
は
、
当
該
申
出
を
し
た
範
囲
内
（
前
項
の
規
定
に

よ
る
変
更
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
に
お
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
部
分
休
業
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
十
三
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
妊
娠
又
は
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
職
員
等
に
対
す
る
意
向
確
認
等
） 

第
十
三
条
の
四 

管
理
者
は
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
三
十
四
条
の
措
置
を
講
ず

る
に
当
た
っ
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一

項
申
出
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
一
項
申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い
て

「
出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置 

二 

出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
第
一
項
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め

の
措
置 

三 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
子
の
心
身

の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
第
一
項
申
出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
当
該
子
の
出
生



の
日
以
後
に
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両

立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
第
一
項
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す

る
た
め
の
措
置 

２ 

管
理
者
は
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
第
二
項
申
出
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
第
二
項
申
出
職
員
の
子
が
一
歳
十
一
か

月
に
達
す
る
日
の
翌
々
日
か
ら
二
歳
十
一
か
月
に
達
す
る
日
の
翌
日
ま
で
の
一
年
間
の
内
に
、

次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
二
項
申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い
て

「
育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置 

二 

育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
第
二
項
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め

の
措
置 

三 

第
二
項
申
出
職
員
の
三
歳
に
満
た
な
い
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
第
二
項
申

出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生

活
と
家
庭
生
活
の
両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
第
二
項
申
出
職

員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置 

３ 

管
理
者
は
、
第
一
項
第
三
号
又
は
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
意
向
を
確
認
し
た
事
項
の
取

扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
意
向
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
程
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
規
程
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
職
員
が
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号

に
掲
げ
る
範
囲
内
で
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
の
承
認
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
け

る
同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
七
十
七
時
間
三
十
分
」
と
あ

る
の
は
「
三
十
八
時
間
四
十
五
分
」
と
、
「
十
」
と
あ
る
の
は
「
五
」
と
す
る
。 

３ 

管
理
者
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
第
十
三
条
の
四
第
二
項

の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
講
じ
ら
れ
た
措
置
は
、
施
行
日
以
後
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
も
の

と
み
な
す
。 

 



告

示 
埼
玉
県
告
示
第
五
百
五
十
一
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お

り
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
七
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
鴻
巣
市
袋
字
窪
七
百
六
十
番
一
の
一
部
、
七
百
六
十
番
二
及
び
七

百
六
十
番
七
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

砒
素
及
び
そ
の
化
合
物 

 
 



 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
五
十
二
号 

 
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定

に
よ
り
、
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
を
次
の
と
お
り
行
う
。 

 
 

令
和
七
年
七
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

試
験
の
期
日
及
び
場
所 

    

二 

試
験
区
分 

 

イ 

一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験 

 

ロ 

農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験 

 

ハ 

特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験 

三 

試
験
科
目 

 

イ 

毒
物
及
び
劇
物
に
関
す
る
法
規 

 

ロ 

基
礎
化
学 

 

ハ 

毒
物
及
び
劇
物
（
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
に
あ
っ
て
は
毒
物
及
び
劇
物
取
締 

 
 

法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
四
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一 

 
 

に
掲
げ
る
毒
物
及
び
劇
物
、
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
に
あ
っ
て
は
省
令
別
表
第
二 

 
 

に
掲
げ
る
劇
物
に
限
る
。
）
の
性
質
及
び
貯
蔵
そ
の
他
取
扱
方
法 

 

ニ 

毒
物
及
び
劇
物
（
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
に
あ
っ
て
は
省
令
別
表
第
一
に
掲 

 
 

げ
る
毒
物
及
び
劇
物
、
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
に
あ
っ
て
は
省
令
別
表
第
二
に
掲 

 
 

げ
る
劇
物
に
限
る
。
）
の
識
別
及
び
取
扱
方
法 

四 

受
験
手
続 

 

イ 

受
付
方
法 

 

埼
玉
県
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
必
要
な
事
項
を
入
力
す
る
こ
と
。
な
お
、

電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
別
途
埼
玉
県
保
健
医
療
政
策
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
s
a
i
t
a
m
a
.
l
g
.
j
p
/
a
0
7
0
1
/
e
i
s
e
i
s
h
i
k
e
n
/
d
o
k
u
g
e
k
i
s
h
i

k
e
n
/
h
3
0
/
g
o
a
n
n
a
i
.
h
t
m
l

）
に
掲
載
す
る
。 

ロ 

受
付
期
間 

 
 

 

令
和
七
年
九
月
十
八
日
（
木
）
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
十
月
二
日
（
木
）
午
後
十
一
時
五 

 
 

十
九
分
ま
で 

 

令
和
七
年
十
二
月
十
四
日
（
日
） 

試 

験 

期 
日 

聖
学
院
大
学
（
埼
玉
県
上
尾
市
戸
崎
一
ー
一
） 

試 
 

験 
 

場 
 

所 

 



五 

試
験
手
数
料 

 
 

一
万
千
円
を
受
験
案
内
で
指
定
す
る
方
法
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。 

六 
合
格
発
表 

 

令
和
八
年
一
月
二
十
八
日
（
水
）
午
前
九
時
か
ら
令
和
八
年
二
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
五

時
ま
で
埼
玉
県
保
健
医
療
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
s
a
i
t
a
m
a
.
l
g
.
j
p
/
a

0
7
0
1
/
e
i
s
e
i
s
h
i
k
e
n
/
d
o
k
u
g
e
k
i
s
h
i
k
e
n
/
h
3
0
/
g
o
a
n
n
a
i
.
h
t
m
l

）
に
掲
載
す
る
。 

七 

そ
の
他 

 

身
体
に
障
害
が
あ
る
等
の
理
由
で
埼
玉
県
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
が
困
難
で

あ
る
場
合
に
は
、
埼
玉
県
保
健
医
療
政
策
課
（
〇
四
八
ー
八
三
〇
ー
三
五
二
三
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
五
百
五
十
三
号 

 
狭
山
市
か
ら
狭
山
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
七
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
七
月
四
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及

び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
七
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

昌 

行 

 
 

 



 
薄
小
森
線 

路 
 

線 
 

名 

秩
父
郡
小
鹿
野
町
両
神
小
森
字
押
留
二
四

四
七
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同
町
両
神
小
森

字
押
留
二
四
三
二
番
一
地
先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
書
に
表
示
す
る
部
分

に
限
る
。
） 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
七
年
七
月
四
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 
 

 

令
和
七
年
五
月
十
六
日

付
け
埼
玉
県
秩
父
県
土

整
備
事
務
所
長
告
示
第

六
号
で
告
示
し
た
道
路

予
定
区
域
の
一
部
供
用

開
始
で
あ
る
。 

延
長
二
八
・
四
〇
メ
ー

ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
十
七
号 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
七
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

日 

吉 
 

 

亨 

一 

日
時 

 
 

令
和
七
年
七
月
十
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

イ 

埼
玉
県
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

 

ロ 

埼
玉
県
生
涯
学
習
審
議
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

 

ハ 

埼
玉
県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

 

ニ 

そ
の
他 
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